（第３号様式）

会議要旨
	会議名
	平成２７年度第１回館山市スポーツ推進審議会

	開催日
	平成２７年７月７日

	開催場所
	館山市地域メディアセンター２階会議室

	出席者
	館山市スポーツ推進審議会委員１０名
館山市教育委員会　教育長，次長，事務局（スポーツ課職員４名）

	公開・非公開の別
	公開　一部非公開　非公開

	非公開の場合の理由
	

	傍聴者
	０　名

	会議概要・結果等
	１　開会
２　挨拶（教育長）

３　辞令交付

４　会長・副会長選出

　　＜結果＞　会長に忍足伸一氏，副会長に平野明文氏が選出

５　会長・副会長挨拶

６　議事

1 平成２７年度事業概要について

＜意見＞
・館山わかしおトライアスロンについて，市民に見てもらい，広め，感動してもらうための工夫をしてほしい。（市教：意見のとおり広めたいが，交通規制に伴う地元対策，警察協議，採算性等抱える課題も多く慎重に検討したい。）
・スポーツ観光やオリンピック・パラリンピックの事前キャンプ誘致を見据えているのであれば，もっと大きなことを考えてほしい。

・陸上競技場等施設があれば他のスポーツにも防災面でも使えるので必要ではないか。
2 各種団体等への補助金交付について

＜意見＞

・前年度と言わず，前々年度から補助金は変わらず，補助金交付団体では苦労している。消費税分だけでもアップしてほしい。

3 諮問

（諮問１）スポーツ観光に対する市長部局との共創について
（諮問２）2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に
向けた館山市の取組みについて

＜意見＞

・スポーツ観光を進めるには，教育委員会だけでなく市長部局とも共創することが必要なだけでなく，医療やＩＴ等，市民や各種団体とも連携をとり，「オールたてやま」で臨むべき。

・選手からすれば，応援が一番の御馳走。若潮マラソンでも市民の応援は人気の理由。館山にはそういう地盤がある。さらに生涯を通じたスポーツ，体力づくり，健康づくりにつなげたい。「スポーツによるまちづくり」を目指したい。
・誘致を考えるならば，競技人口が多い競技に予算を使うべき。館山は東京から近い，霜は降りない，関東では珍しい天然芝，キャンプ地としては理想的なのだから，サッカー場も人工芝のサブグラウンドを作れば，もっと利用が上がる。誘致の可能性が広がる。ハード面の整備が必要ではないか。

・現実的に陸上競技場をこの５年間で作ろうと言っても無理はあるだろう。しかしながらその方向性をつけて，次の世代にバトンタッチする。それもレガシーだと思う。

＜結論＞

・答申は本日の内容を取りまとめて会長一任となる。

4 その他（議題なし）
７　その他　（議題なし）

８　閉会
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